
「一元一次方程式」の単元の評価規準
【知識・技能】 
①方程式の必要性と意味及び方程式の中の文字や解の意味を理解している。 
②簡単な一元一次方程式を解くことができる。 
③等式の性質と移項の意味を理解している。（「用語・記号」から） 
④事象の中の数量やその関係に着目し，一元一次方程式をつくることができる。（「目標」から） 
⑤簡単な比例式を解くことができる。（「内容の取り扱い」から）
【思考・判断・表現】 
①等式の性質を基にして，一元一次方程式を解く方法を考察し表現することができる。 
②一元一次方程式を具体的な場面で活用することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】 
①一元一次方程式の必要性と意味及び方程式の中の文字や解の意味を考えようとしている。 
②一元一次方程式について学んだことを生活や学習に生かそうとしている。 
③一元一次方程式を活用した問題解決の過程を振り返って検討しようとしている。

内容のまとまりごと
の評価規準に加えて

内容のまとまりごと
の評価規準を分割

・簡単な一元一次方程式を解くことができる。
【思考・判断・表現】 
・等式の性質を基にして，一元一次方程式を解く方法を考察し表現することができる。 
・一元一次方程式を具体的な場面で活用することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】 
・一元一次方程式のよさに気付いて粘り強く考え，一元一次方程式について学んだことを生活や学習
に生かそうとしたり，一元一次方程式を活用した問題解決の過程を振り返って検討しようとしたりし
ている。（学年目標や観点の趣旨を参考にして作成）

参考資料の巻末
にあります。

さらに細かくすると→評価機会の増加に… 
（教材に合わせて，どう見取るか，どの規準 
　に当てはまるかを考えてほしい。）



３．指導と評価の計画

※ 重点：重点的に生徒の
学習状況を見取る観点

ねらい：本時で育成を目指す
資質・能力を明確にする。

記録：総括の資料とするための評価として，
全員の学習状況を記録に残すものに○を付す。



「態」：学習活動を通して身に付けた態度
を評価するため，単元や小単元等の導入で
評価したり，単一の授業の冒頭で評価した
りして記録に残すことは適切でない。



第３時からの知識・技能が深まった状況
を第５時で評価し，総括の資料とするた
めの評価として全員記録に残す。

小テストで全員の学習の状況を把握し，学習
改善や指導改善に生かす機会とする。総括の
資料とするための記録は第5時に実施。



行動観察：生徒の発言やつぶやき，机間指導
等を通じて捉えた生徒の学習への取組の様
子，ノートの記述などに基づいて評価する。

ノート：授業後に，生徒のノートやワークシート，
レポート等を回収し点検して評価する。 
→評価内容について記述を求める必要がある。



行動観察やノートを基にした指導と評価 
•　行動観察については，授業中の生徒の発言やつぶやきの内容を
捉えたり，机間指導等を通じて生徒の学習への取組の様子，ノー
トの記述内容などを捉えたりすることが考えられる。このような
行動観察をするため，教材の提示や発問のあり方を検討する必要
がある。 
•　生徒が自分の考えを表現し， それをもとに評価ができるよう
に，生徒同士の対話やノートなどへの記述を促すことも大切であ
る。 これらの行動観察によって捉えた生徒の学習状況を指導のね
らいに照らして評価し，各生徒への指導や全体への指導の方針を
修正する。このように生徒一人一人の学習の成立を促すための評
価という視点を一層重視することにより，教師が自らの指導のね
らいに応じて授業の中での生徒の学びを振り返り，学習や指導の
改善に生かしていくというサイクルを大切にしたい。



記録に残した評価のまとめ

　本単元については，例えば表1のような表を作り，各観点
の評価の結果を整理し，それを基に，各観点の評価の単元
における総括を進めていくことが考えられる。

指導と評価の計画で【記録】
に○を付した時間



どんな授業にしていくの？



どんな授業にしていくの？
見通しをもって、粘り強く取り組む力が 
身に付く授業に

授業改善の視点
どうしたら、見通しをもって作業したり、 
粘り強く考えたりすることができるだろうか。

「主体的な学び」の視点

例えば、図形の証明（中２）で…



2つの正三角形
正三角形DACと正三角ECBがあります。 
このとき，AE＝DBを証明しましょう。

A B

D

E

C



2つの正三角形（数学の事象を観察）
○線分ABがあります。

A B
線分AB上の好きなところに点Cをとりましょう！

正三角形DACと正三角ECB
かきましょう！

AEとDBの長さは…
測ってみたらみんないっしょだ！
（周りの人と確認）

D

E

C



2つの正三角形

A B

では，CがABの中点のとき，
AEとDBの長さが等しいこと
を証明してみよう。(焦点化)

D E

C

これならできそうだ！
CがABの中点だっ
たら簡単なのに
なぁ。(焦点化)



2つの正三角形

A B

この場合でも同じように
AEとDBの長さが等しい
ことがいえそうだ。

D

E

C

点Cを中心に，回転
したらどうだろう？



原問題の推論
の過程に着目
して
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もっと調べてみたい。
次もそうしてみよう
（学びに向かう力）

社会に出て生活していくにあ
たっても重要な考えの進め方

変えても同様に証明
できるだろうか？

AE＝DBになる。

他に分かることはないかな？



証明ができず
困った。



いえている
ことは？

何が言えれ
ばいいの？

DBとCEを含む
三角形で，合同っ
ぽいのない？

じゃあ，ここ
どうしよう？

問題解決する方法を
理解することは，その
後に出合う新たな問題
解決で見通しをもって
主体的に取り組むため
にも重要である。
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どんな授業にしていくの？
一つ一つの知識がつながり、 
「わかった！」「おもしろい！」と思える授業に

一次関数の活用についての授業

一次関数の表，式，グラフなどを学ぶ

それらを用いて現実事象を捉えることで、 
表，式，グラフの特徴を見いだす

見いだした特徴から、一次関数の表，式，
グラフについて深く理解する

例えば、一次関数（中2）で…

授業改善の視点
どうしたら、知識をつなげ深く理解したり、考えを形成
したりできるだろうか。 「深い学び」の視点



中数Ａ－25

美咲さんは，家から，図書館と公園に寄って，友だちの家に行きます。 
次の図は，美咲さんが家を出てからの時間と家からの道のりの関係を
表したグラフです。
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次の（１），（２）の各問いに答えなさい。

（１）美咲さんの進む速さが最も速いのは，何分から何分までの間ですか。 
下のアからオまでの中から１つ選びなさい。

ア　０分から５分までの間

イ　５分から２５分までの間

ウ　２５分から３５分までの間

エ　３５分から５０分までの間

オ　５０分から５５分までの間

（２）美咲さんは，家を出て１５分後に，家から何 m 進んだところに  
いますか。家から美咲さんのいる地点までの道のりを求めなさい。
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中数Ａ－25

美咲さんは，家から，図書館と公園に寄って，友だちの家に行きます。 
次の図は，美咲さんが家を出てからの時間と家からの道のりの関係を
表したグラフです。
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（１）美咲さんの進む速さが最も速いのは，何分から何分までの間ですか。 
下のアからオまでの中から１つ選びなさい。

ア　０分から５分までの間

イ　５分から２５分までの間

ウ　２５分から３５分までの間

エ　３５分から５０分までの間

オ　５０分から５５分までの間

（２）美咲さんは，家を出て１５分後に，家から何 m 進んだところに  
いますか。家から美咲さんのいる地点までの道のりを求めなさい。

12

美咲さんの進む速さが最も
速いのは，何分から何分ま
での間ですか。 
下のアからオまでの中から
1つ選びなさい。

H27A12

◎　50.6％

37.3％

グラフの傾きが速さを表して
いることを理解しているかど
うかをみる。（知識・理解）



グラフと現実の状況
を結びつける練習



原問題解決後は，自分で動き方を
決めて想像し，グラフを作る。



新たな一歩を踏み出す活動



•児童・生徒が将来必要とする力を見据えましょ
う。 

•習ったことを活用する機会を設定し，その際，
言語活動の充実をしましょう。 

•学習している内容の価値を実感できるようにし
ましょう。 

•「子供たちにどういった力が身に付いたか」と
いう学習の成果を的確に捉えましょう。

授業づくりで意識したいこと



•最終的に自律できるように考えましょう。 

•知識を得ることができるように 
•学んだことを活用できるように 
•新しいことに踏み出せるように 

•全ての教職員が「カリキュラム・マネジメン
ト」の必要性を理解し，日々の授業等につい
ても、教育課程全体の中での位置付けを意識
しながら取り組みましょう。

授業づくりで意識したいこと



御清聴いただき 
　ありがとうございました。

国立教育政策研究所　教育課程研究センター 
　　研究開発部　教育課程調査官 
文部科学省　初等中等教育 
　　教育課程課　教科調査官 
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